
本
の
紹
介

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
。
第
二
十
八
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
、
ギ
リ
シ
ア
の
ア
テ
ネ
で

八
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の

地
で
あ
り
、
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地

で
も
あ
る
ギ
リ
シ
ア
で
行
わ
れ
る
た
め
、
何
か
と
話

題
に
な
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
知
り
た
い
】

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
カ

・
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
典
』

デ
ミ
ー
編

プ
レ
ス
ギ
ム
ナ
ス
チ
カ

一
九
八
一

本
編
と
資
料
編
か
ら
構
成
さ
れ
、
本
編
で
は
、
古

代
・
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
諸
項
目
（
用

語
・
競
技
種
目
・
関
係
人
物
等
）
を
五
十
音
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
資
料
編
に
は
、
規
則
・
規
定
・
組

織
に
関
す
る
も
の
、
年
表
、
大
会
記
録
、
文
献
目
録

な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
モ
ス
ク
ワ
大

会
ま
で

。
こ
の
図
書
は
参
考
資
料
で
す
の
で
、
図
書

）

館
内
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本

写
真
と
記
録
で
見

『

ア
マ
チ
ュ
ア

る

栄
光
の
１
０
０
年
全
公
式
記
録
』

ス
ポ
ー
ツ
研
究
会
企
画
・
編
集

日
本
地
方
新
聞
協
会

一
九
九
七

夏
季
は
第
二
十
六
回
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
、
冬
季
は

第
十
七
回
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
大
会
ま
で
の
記
録
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
大
会
に
お
け
る
全
種
目
の
一

位
か
ら
三
位
ま
で
の
記
録
と
、
日
本
人
選
手
の
記
録

が
一
覧
で
き
ま
す
。
大
会
ご
と
の
記
録
を
知
り
た
い

と
き
に
便
利
な
一
冊
で
す
。

日
外
ア

・

ス
ポ
ー
ツ
の
本
全
情
報

４
５
～
９
１
』

『
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
・
刊

一
九
九
二

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
・
刊

一
九

・

同

９
２
～
９
７
』

『
九
八

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編

・

同

１
９
９
８
～
２
０
０
２
』

『
・
刊

二
〇
〇
三

ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
関
連
の
本
（
国
内
で
刊
行
さ
れ

た
も
の
）
を
網
羅
的
に
集
め
た
目
録
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
す
る
本
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

全
般
・
歴
史
・
個
々
の
大
会
と
い
っ
た
項
目
ご
と
に

。

、

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す

全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

目
次
等
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・

ビ
ジ
ュ
ア
ル
博
物
館

第
七
十
九
巻

オ
リ
ン
ピ

『

ク
リ
ス
・
オ
ク
ス
レ
ー
ド
他
著

同
朋
舎

一
九
九
九

ッ
ク
』

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
起
源
か
ら
、
大
会
の
歴
史
、
競

技
種
目
、
競
技
用
具
、
政
治
的
背
景
な
ど
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
全
般
に
関
す
る
事
項
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
写
真
を
豊
富
に
用
い
て
分
か
り
や
す
い
構
成

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
小
中
学
生
の
調
べ
学
習
に
も

適
し
て
い
ま
す
。

【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
】

橋
本
一
夫
著

日
本
放

・

幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

『
送
出
版
協
会

一
九
九
四

一
九
六
四
年
の
第
十
八
回
東
京
大
会
以
前
に
、
東

京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
計
画
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
誘
致
に
成
功
し
な
が
ら
も
、
そ
の
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

九
三
〇
年
代
、
戦
争
と
政
治
に
翻
弄
さ
れ
、
つ
い
に

は
大
会
を
返
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
過
程

が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
、

当
時
の
日
本
の
情
勢
と
国
家
間
の
関
係
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
一
冊
で
す
。

谷
口
源
太
郎
著

文
藝

・

日
の
丸
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

『
春
秋

一
九
九
七

「

、

、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
の
目
標
は

ス
ポ
ー
ツ
を

あ
ら
ゆ
る
場
で
、
人
間
の
、
調
和
の
と
れ
た
発
育
に

役
立
て
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
そ
の
目
的
は
、
人
間

の
尊
厳
を
保
つ
こ
と
を
大
切
に
考
え
る
平
和
な
社
会

の
確
立
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
る

（
オ
リ
ン
ピ
ッ

。
」

ク
憲
章
よ
り
）
日
本
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

本
来
の
目
的
通
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
人
間
性
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
観
点
か
ら
、
ア
マ

チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
、
勝
利
至
上
主
義
、
商
業
主
義
、
誘



致
問
題
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
の
今
後
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
論
じ
て
い
ま
す
。

・

陸
上
競
技
マ
ガ
ジ
ン

２
０
０
４
・
３
月
号
』

『
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社

「
ア
テ
ネ
五
輪
ト
ラ
イ
ア
ル
」
と
題
し
て
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
選
手
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（

）

・

ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ

『

』

朝
日
新
聞
社

二
〇
〇
〇
年
に
休
刊

大
会
ご
と
に
特
集
が
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
過
去

の
大
会
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・

季
刊
大
林

Ｎ
ｏ
．
３
６

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

『
大
林
組

一
九
九
二

株
式
会
社
大
林
組
の
広
報
誌
で
す
。
古
代
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
特
集
号
で
す
。

【
福
島
県
人
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】

本
県
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
を
調
べ
る
た

め
に
は

と

、
『
福
島
県
民
百
科
』（
福
島
民
友
新
聞
社
発
行
）

。

『

』

福
島
大
百
科
事
典
（

）

福
島
民
報
社
発
行

が
便
利
で
す

た
だ
し
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
の
モ
ン
ト

。

、

リ
オ
ー
ル
大
会
ま
で

そ
の
後
を
調
べ
る
た
め
に
は

福
島
民
友
新
聞
社
の

を
、
繰
っ
て

『
福
島
県
年
鑑
』

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
、
福
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
の
中
で
、
後

世
に
影
響
を
与
え
た
二
人
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

三
浦

弥
平

み

う

ら

や

へ

い

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
、
第
七
回
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
（
ベ
ル
ギ
ー
）
大
会
に
、
三
浦
弥
平
（
梁
川
町
出

身
）
が
陸
上
競
技
・
マ
ラ
ソ
ン
で
出
場
し
た
の
が
本

県
初
で
す
。
彼
は
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
、

旧
白
根
村
の
地
主
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
来
虚

し

ら

ね

弱
で
あ
り
ま
し
た
が
、
片
道
約
二
十
八
キ
ロ
の
白
石

中
学
へ
の
通
学
が
、
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
志
向
と
、
選
手

と
し
て
の
基
礎
を
形
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
涯

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
し
ま
し
た

佐
藤
昭
男

、

。

て
る
お

著

に
そ
の
生
涯
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま

『
走
る
』

す
。ま

た

に
よ
る
と
、
梁
川
町

、『
梁
川
町
史
』
第
十
巻

、

（

）

は
そ
の
功
績
を
た
た
え

一
九
八
〇

昭
和
五
十
五

年
よ
り
、
毎
年
十
月
に
「
三
浦
弥
平
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

円
谷

幸
吉

つ
ぶ
ら
や

こ
う
き
ち

（

）

、

。

一
九
四
〇

昭
和
十
五

年

須
賀
川
市
生
ま
れ

須
賀
川
高
校
時
代
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
、
卒
業

。

（

）

後
自
衛
官
と
な
り
ま
す

一
九
六
三

昭
和
三
十
八

年
に
は
、
二
万
メ
ー
ト
ル
競
走
で
世
界
新
を
樹
立
す

る
な
ど
記
録
を
ぬ
り
か
え
て
い
き
ま
し
た
。

翌
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
、
第
一
八
回
東

京
大
会
マ
ラ
ソ
ン
競
技
に
出
場
し
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
こ
れ
は
日
本
陸
上
競
技
に
お
い
て
も
、
戦
後
初

の
メ
ダ
ル
受
賞
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
二
位
の

ヒ
ー
ト
リ
ー
（
英
国
）
と
、
ゴ
ー
ル
寸
前
、
マ
ラ
ソ

ン
史
上
に
残
る
競
り
合
い
を
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、

、「

（

）
」

優
勝
者
は

は
だ
し
の
英
雄
ア
ベ
ベ

エ
チ
オ
ピ
ア

で
し
た
。

こ
の
円
谷
選
手
が
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）

年
、
メ
キ
シ
コ
大
会
を
目
前
に
し
た
一
月
に
、
自
殺

し
ま
す
。
何
故
な
の
か
。
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
孤
独
を

知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
書
の
「
父
上
様
、
母

上
様
、
三
日
と
ろ
ゝ
美
味
し
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。･

･
･

･
･

幸
吉
は
も
う
す
っ
か
り
疲
れ
切
っ
て
し
ま
っ
て
走

れ
ま
せ
ん･

･
･
･

」
が
、
胸
を
打
ち
ま
す
。

『
栄
光
と
孤
独
の
彼
方
へ
円
谷
幸
吉

青
山
一
郎
著

は
、
母
親
が
前
書
き
を
、
コ
ー
チ
が
「
思
い

物
語
』

」

、

。

出

を
載
せ

写
真
も
多
く
読
者
を
引
き
付
け
ま
す

橋
本
克
彦
著

は

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
奪
わ
れ
た
命
』

最
後
に
多
数
の
参
考
文
献
が
あ
り
ま
す
。
長
岡
民
男

著

は
、
伝
記
と
し
て
は
一
番

『
も
う
走
れ
ま
せ
ん
』

、

（

）

。

早
く

一
九
七
七

昭
和
五
十
二

年
の
発
行
で
す

［
資
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
］


